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『金瓶梅詞話』 の“沒曾”について
荒　木　典　子
0．はじめに
　『金瓶梅詞話』 （以下 『金』） には、全部で六つの 「過去・已然」 の否定副詞が
あるが、そのうちの“沒曾”は、『金』 以外では、『醒生姻縁傳』 ぐらいにしか
見えない特殊なものである1）。植田 1989:45-48によると、『金』 において、急
激に増えた否定副詞“沒曾”と、以前からあった“未曾”、“不曾”が影響し
あってできたもので、従って、否定副詞としての“沒 （有）”が発達しなかっ
た作品、つまり南方語を基礎にした 『拍案驚奇』、『儒林外史』 等には存在しな
いという。氏は、文言からの否定副詞の流れを以下のように想定している。
　“未”→“未曾”→“不曾” （→“沒曾”） →“沒 （有）”
植田氏は“沒曾”は、北方語作品における 「寄り道」 であると指摘している。
本稿では、当該作品において使用頻度の高い“沒”、“不曾”との比較を通し
て、この特殊な否定副詞の性質を検討したい。
1．方法
　“沒曾”が、文言からある“未曾”、“不曾”と、比較的新しく2）、『金』 3） に
おいて急激な発展を見せた“沒”との融合型であるとして、その用法はどちら
により近いか。以下の点について、“不曾”、“沒”との比較を行う4）。
①正反並置構造の有無
②動詞後置成分 （アスペクト助詞、補語） との共起
③用いられる場面 （話者、フォーマル / インフォーマルの別、強調の意味は？）
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2．検討
2．1．「主な部分」における“沒曾”
　『金』 を調査するにあたり、まず注意しなければならないのは、現存する詞
話本の版本の構造である。沈德符 『萬暦野獲篇』 で、第 53~57回は本来のも
のが散逸したため後人が補ったという記述があり、物語の展開に矛盾があるこ
とや、文法や語彙での相違が、個別的ではあるが指摘されている。この部分が
当時のどこの方言に基づいているのかはまだ検討の余地があるが、いずれにせ
よ 『金』 全体を均質なものとして扱わない方がよい5）。今回の問題に関しては、
先にこの部分を含めた全体を通して検討した後、この部分を取り出してその他
の問題と関連させた補足を行う。
2．1．1．正反並置構造
　前節で挙げた問題点のうちいくつかについて表 1 （本文末尾） にまとめた。“不
曾”、“沒”とも比較できるようにしてある。
　まず、正反並置構造の有無と用法について見てみたい。本稿では用言 （ここ
での例は全て動詞） の肯定形と否定形を並べたものを正反並置構造と呼ぶことに
する。つまり、“V+ 不曾 / 沒 / 沒曾 +V”6） のような構造を指す。正反疑問文
として使われる他、この構造全体が体言化して主語や目的語に置かれることも
ある。表 1では、“不曾”、“沒”、“沒曾”それぞれの正反並置構造の用例数と、
そのうちの何例が正反疑問文として用いられているか （　） 内に示した。“不
曾”に対して“沒”が正反並置構造を形成する例は極めて少なく、かつ正反疑
問文にはならない。“沒曾”もたったの一例しかなく、“沒”に近い傾向を示
す。但し、唯一の例は正反疑問文である。（例文の訳は筆者による）
1） 孩兒出了痘疹了沒曾。（85 ･ 9b7））
　  （坊やは疱瘡は出ましたか。）
2．1．2．動詞後置成分
　動詞に後続するアスペクト助詞や補語をまとめて動詞後置成分と呼ぶこと
にする。否定副詞の後の述語動詞に動詞後置成分を置くかどうかは、否定副詞
によって異なる傾向を見せる。筆者の調査8） によると、『金』 において“不曾”
は 242例あり、そのうち 53% を占める 130例が後置成分を伴っていた。一方、
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“沒”は 411例あり、そのうち後置成分を伴うのは 26% にあたる 85例である。
なぜそのようになるのかは、なお検討を要するが、両者の性質の違いを体現す
るひとつの指標と言えるだろう。さて、“沒曾”の場合はどうであろうか。こ
れも表 1にまとめてある。述語が単独の動詞、或いは目的語 （名詞的なもの、
動詞的なもの両方） である例が 45例、それに対して後置成分を置く例が合計 37
例あり、45% を占めている。“不曾”には及ばないが、“沒”ほど後置成分を
避けない傾向がある。但し、最も多い後置成分は補語で、これは“沒”と一致
している。例文は以下の通り。
後置成分あり （ここに挙げるのは全例ではない）
2） 一向不知姐姐嫁在這里 , 沒曾看得。（92 ･ 5a）
　  （ねえさんがここに嫁いでいたとは知らず、お伺いにも来ませんでした。）
3） 沒曾揸住你 , 原來幹的那繭兒。（13 ･ 9b）
　  （あんたを捕まえていなかったら、あんな悪いことをしていたのね。）
後置成分なし （全例ではない）
4） 娘沒曾收哥兒耍的那錠金子。（43 ･ 3b）
　  （奥さま、坊ちゃんが遊んでいらしたあの金をお受け取りになっていませんよね。）
5） 我也沒曾說甚歹。（75 ･ 11b）
　  （悪いことは何にも言ってやしない。）
2．1．3．用いられる場面
　前節までは、文法的な特徴について、“不曾”、“沒”との比較を通して論じ
てきた。次に、会話の場面や担い手について検討したい。
　最初に発話者の性別との関わりを検討しよう。“沒曾”の会話文での用例は
76例、そのうち男性話者によるものが 28例、女性話者によるものが 43例で
ある。これだけ見ると、女性が多く使うように思えるが、『金』 はもとより女
性の登場人物が多く、彼女達の会話が物語の重要な部分を占めるといっても過
言ではない。そこで、見方を変えてみよう。男性の発話、女性の発話、それぞ
れにおいて、“不曾”、“沒”、“沒曾”の占める割合を比べてみたい。表 2 （本
文末尾） にまとめた。男性において 10.8%、女性において 12％、“沒曾”が用
いられている。女性の方が 1.2％多い。“不曾”では男性が 14％、“沒”では女
性が 10％多く用いているのに比べると、“沒曾”の場合はほとんど性差はない
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と言って良いだろう。
　会話の状況、端的に言えばフォーマル、インフォーマルの区別は影響するだ
ろうか。植田 1989では、“未曾”について、固い、いかめしい語感を出すと指
摘している。『金』 では、一挙に衰退した言い方ではあるが、改まった場面及
び、古めかしい場に用いられることが多いという。
6） 老先生 , 天色還早哩。還有韓金釧未曾賞他一杯酒。（49 ･ 9b）
　   （先生、まだ時間が早いですよ。それに、韓金釧がまだお酒を一杯も頂戴していませ
ん。）
このように、西門慶が官吏 （蔡御史） に向かって述べた言葉の中に用いられて
いる。但し、以下は筆者の補足であるが、『金』 において“未曾”が表すのは
「まだ～していない」 （植田氏に倣い“已经”の否定と呼ぶことにする）、そうでな
ければ“刚刚…就～”の意味 （注 4参照） で用いられており、明らかに 「～し
なかった」 （同様に“曾经”の否定と呼ぶ） を表している用例は見られない9）。“不
曾”には“已经”と“曾经”のどちらの否定を表す用例もある。以下は、
フォーマルな場面に現われた“不曾”（“曾经”の否定） の用例。
西門大姐に対する暴行及び自殺に追い込んだ容疑で逮捕された陳経済が県知
事に対して釈明をする場面
7）  望乞青天老爺察情……問他要飯吃 , 他不曾做下飯 , 委被小的踢了兩脚 , 他到
半夜自縊身死了。（92 ･ 14b）
　  （知事様、どうかご明察ください……飯を食べされてくれと言ったのにあいつが作ら
なかったもんだから、2、3回蹴飛ばしただけなのに、あいつが夜中になって首をく
くって死んだんです。）
ちなみに“沒”にも“曾经”の否定の用例がある。
借金を返さないと訴えられた蒋竹山が提刑院 （警察及び裁判を司る役所） で夏提
刑に釈明をする場面
8） 小的通不人得此人 , 並沒借他銀子。（19 ･ 8b）
　  （わたくしめはこの人を全く存じませんし、彼の金も借りてはいません。）
なお、“沒曾”には、“曾经”の否定 （例文 3, 5など） だけではなく、以下のよ
うな“已经”の否定もある。
9） 西門慶還沒曾放到口裏 , 被應伯爵連碟子都撾過去倒的袖了。（52 ･ 14b）
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　  （西門慶がまだ口に入れないうちに、応伯爵に皿ごとさらわれ、袖の中へしまわれて
しまった。）
この点は“不曾”、“沒”ともに共通している。
　話を元に戻そう。歴史の浅い言葉よりも古くからある言葉が正式な場面に現
われるのは、至って自然に思われるが、新しい言葉と古い言葉を組み合わせた
“沒曾”ではどうだろうか。先に述べたように、話者の性別とは関連性が見出
せていない。『金』 において、フォーマルな場で会話をする機会があるのは男
性に限られている。そこで男性による“沒曾”の出てくる会話文に限って見る
と、その相手はほとんどが女性 （妻、妾、下女、妓女）、男性でも下男や友人な
どで、家庭内や内輪の会話に用いられていることがわかる。
来興→来往 （下男同士）
10） 你從某日沒曾在外對眾發言要殺爹。（26 ･ 4a）
　　（おまえはこの前から外で 「旦那を殺してやる」 と言っていなかったか。）
西門慶→呉月娘 （夫と妻）
11） 我嫌他沒娘母子 , 也是房敷生的 , 所以沒曾應承他。（41 ･ 6b）
　　 （俺は、あの子に母親がいなくて、それに妾が産んだ子なのが気に入らなくて、〔息
子との縁組を〕承知しなかった。）
このように、“沒曾”には“未曾”のような改まった調子を表す効果は特にな
い。
フォーマルなものも皆無ではないが、以下の 2例があるのみである。
西門慶→夏提刑 （提刑所の同僚）
12） 長官放心 , 料着你我沒曾過為。（49 ･ 1a）
　　（長官、安心してください。お互いに間違ったことをしたわけじゃありません。）
西門慶→何千戸 （提刑所の部下）
13） 長官沒曾委人那里看守鎖門戶去。（77 ･ 3a）
　　（長官は、誰かをあそこの留守番をするように頼みましたか。）
　“沒曾”の構造を考えると、“沒”自身が 「過去・已然」 を否定する副詞であ
る上に、更に過去を現す“曾”が重ねられている。これによって、過去のある
時期に動作・行為が実現しなかったことや、今に至るまで実現していないこと
を極めて強く表す効果はあるのだろうか。以下の例は“沒”を用いて訪ねられ
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ているのに対し、“沒曾”で答えている。
14）  李銘道“你沒
4
見愛香兒的。”伯爵道“我跟你爹在他家吃酒 , 他還小哩 , 這幾
年倒沒曾見 , 不知出落怎樣的了。”
　     （李銘が聞きます 「愛香に会いましたか。」 伯爵が言います 「おれが旦那とあいつの
家で飲んだ時は、まだ小さくてね。この何年も会っていないから、どんな風に育っ
たか知らないんだ。」）
15） 伯爵道“你原來這些時也沒
4
往內答應去。”李銘道“小的沒曾去。”（72 ･ 20a-b）
　   （伯爵が言います 「お前、最近旦那のお屋敷にお仕えに行ってないのか。」 李銘が言
います 「行っていません。」）
以下は、何かをしたか、しなかったかという何回かのやり取りがあって、やは
りしなかったのだ、という時に用いられた例。
16）  秋菊道“我昨日沒見娘穿着鞋進來。”婦人道“你看胡說 , 我沒穿着鞋進來 ,
莫不我精着脚進來了。”…這秋菊三間屋裡 , 牀上牀下 , 到處尋了一遍 , 那裡
討那雙鞋來…秋菊道“倒只怕娘忘記落在花園裡 , 沒曾穿進來。”…秋菊道
“…我沒曾見娘穿進屋裡去。…”（28 ･ 2a-3a）
　     （秋菊が言います 「私は昨日、奥様が靴を履いて入ってくるのを見ませんでした。」
女〔潘金蓮〕は言います 「おまえ、でたらめ言うんじゃないよ。私が靴を履いて来
なかっただって。裸足で入ってきたって言うのかい。」 …秋菊は部屋中、ベッドの
上やら下やら、至るところをひととおり探し回りましたが、靴は出てきません。…
秋菊は言います。「やっぱり奥様がお庭に落としたのを忘れて履いて来なかったん
じゃないでしょうか。」 …秋菊は言います。「…私、奥様が履いて入ってくるのを見
てないわ。…」）
以上のようなやり取りを見ると、強調の効果もあるように思われるが、客観的
な証明とするには足りず、今後の課題としたい。
2．2．第 53~57回における“沒曾”
　本節では第 53~57回について補則を行う。この部分には“沒曾”を使った
文が 3例見える。
西門慶→常時節
17） 你又沒曾尋的。（56 ･ 4b）
　　（お前はまだ〔家を〕見つけていないだろ。）
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常時節→常時節の妻
18） 恰好大官人正在家 , 沒曾去吃酒。（56 ･ 6a）
　　（ちょうど旦那様は家にいて、飲みには行っていなかったんだ。）
常時節→常時節の妻
19） 你沒曾吃飯 , 就拿銀子買了米來。（56 ･ 6b）
　　（お前、ご飯がまだなら、銀子を持って米を買っておいで。）
以上、3例とも第 56回に出現し、発話者は西門慶と、その友人の一人常時節
である10）。“沒曾”は、一般的なものではないのに、この部分に見えることに
ついて、伊原 1994:188では、補作者が 『金』 の 「本来」 の部分の語法を意識
的に学んだ可能性を指摘している。実際学んだか否かは証明のしにくい難しい
問題ではあるが、次のように考えられないだろうか。
　この 5回においては、“不曾”が 22例、“沒”が 14例存在し11）、他の大部分
（更に第 1~6回を除いた部分） と違って“不曾”が優勢である。否定副詞の“沒”
が発達していないのは南方語的な特徴の一つである12）。とはいえ、“沒”も存
在してはいる。もし、補作者が 「学んだ」 としたら、まず、“沒”を取り入れ
たことではないだろうか。そして、“沒”を必要条件として存在する“沒曾”
表 1 表 2
　 不曾 沒 沒曾 　 不曾 沒 沒曾 計
総数 242 411 82 男 113（39%） 143（49%） 31（10.8%） 287
正反並置 88(85) 2 1（1） 女 84（25%） 210（59%） 43（12%） 337
VP の構成 　 　 　
V （＋ O） 109 320 45
‐了 65 12 12
‐得 （的） 18 5 8
‐着 12 8 4
‐過 4 3 0
‐補語 31 57 13
能願動詞 3 7 0
話者の性別 　 　 　
男 113 143 31
女 84 210 43
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もわずかながら用いられたのではないだろうか。
3．小結
　分析を終えて、“沒曾”は文法上の特徴や、用いられる場面について“不曾”
よりも“沒”に近い性質を持つということがわかった。但し、“不曾”や“沒”
よりも、話者の性別による区別は曖昧である。“不曾”や“沒”は 『醒生姻縁
傳』 において、話者の性別、会話の場による非常に顕著な使い分けを示す （平
田 2003）。“沒曾”はどうなっていくのか、今後引き続き調査をしたい。
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注
1） 現代の柳州方言では“没曾”が“尚未；未曾”を表す。（李荣主� 2002:46-47）
2） 南宋の 『朱子語類』 に否定副詞としての用例が見られる。（杨荣祥 2005:385）
3） テキストには、旧北京図書館蔵本を 1982年に香港太平書局が影印出版した 『全
本金瓶梅詞話』 を用いる。なお、詩、詞、曲は調査の対象外とした。
4） “未曾”は用例が多くないのと、“剛剛…就～”に当たる場合もある （张惠英
1999:41） ため除外し、別稿で詳しく検討したい。
5） 他にも、第 1～ 6回も 『水滸伝』 からの引用であり、やはり 「主な部分」 と異
なった特徴を見せている （伊原 1994）。“沒曾”の用例は存在しない。
6） “V”は動詞を表す。『金』 の例文では最後の V は現われない用例がほとんどである。
7） 巻数、用数、表裏を表す。
8） 荒木 2007参照。
9） 植田 1989で指摘するように、『水滸伝』 には“曾经”の否定の“未曾”が存在
する。“一向”、“自來”のような過去の時間を表す副詞が前にあるため、はっき
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りと“曾经”の否定とわかるのである。『金』 の“未曾”の用例には、このよう
な副詞が共起していなかった。しかし、『金』 についても、実際には存在してい
るのに物語の中でたまたまその用例が使われなかったという可能性も否定でき
ない。
10） 5回分に 3例というのは、割合から言えば決して極端に少ないわけではない。そ
の他の 89回分に 79例見られるのだから、単純に計算すれば、5回分に平均 4.4
例あることになる。しかし、登場する章回が 56回だけなので、この 5回におい
ては一般的とは言いがたい。
11） 荒木 2007参照。
12） 現代蘇州語でも“不曾”に当たる“勿曾”が 「過去・已然」 の否定に用いられ
ている。
